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研究対象者は、2014 年 4 月に A 病棟に予期せぬ配
置転換となった看護師 3 名である。 
研究対象者のリクルートについては、A 病棟の看護
師長、副看護師長、救急認定看護師を除く 33 名の看


























































1、2014 年 4 月に A 病棟へ異動してきましたか？ 





はい:3 名  いいえ:4 名 
 
研究対象者は全員が女性で平均看護師経験年数は
12.7 年、平均配置転換回数は 1.7 回であった。インタ
ビューの平均所要時間は 30.3 分であった(表 1)。 
 


















A看護師 9 1 35
B看護師 12 2 27
C看護師 17 2 29
平均 12.7 1.7 30.3
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